
※網掛けは対応中、カラーフォントは外部機関による取り組み

■ 自社の取り組みを推進するとともに、社外と協業して活動を加速

スコープ 1

スコープ 2

スコープ 3

2020 2025 2030 2040
熱処理設備の電化・省エネ化

カーボンオフセットLNG
メタネーションによる都市ガスCN化

水素、アンモニアバーナー
CO2回収・利用（メタネーション）

省エネの見える化
省エネ事例発掘 全社展開

再生可能エネルギー、非化石証書購入
CO2フリー電力技術の発展

PPAなど自然エネルギー発電の導入（太陽光、風力）
商品輸送における物流の効率化

サプライヤーへの協力要請 サプライヤーとの協働

サプライヤーへの実績調査
CO2フリー鋼材の調達

　各スコープにおける取り組みの全体像を示します。社内で電化や省エネ、自然エネル
ギー発電の導入など、CO2排出削減の改善活動を推進するとともに、外部機関とも協業
して活動を加速します。 　熱処理設備のCO2排出削減に向け、燃料転換・電化、省エネ、雰囲気ガス対策の3

つの施策を進めています。2017年以降、新たに導入した熱処理炉はすべて電気炉で
す。さらに高効率断熱材を導入して熱処理炉の外壁からの熱損失を最小化し、燃料使
用量を削減しています。また、普通焼入れ専用炉では、雰囲気ガス対策により、CO2排
出量の削減を進めています。

　2025年度は、熱処理設備の省エネ施策により405トンのCO2排出量を削減し、
2023年度からの累計削減量は1,537トンとなりました。
　国内スコープ1排出量は、2024年度の45,596トンから2025年度には43,749ト
ンとなり、1,847トン減少しました。熱処理設備の省エネ施策による削減量405トン
は、この減少量と比較すると約22％の規模に相当します。
　なお、国内スコープ1排出量の増減には、生産量や設備の稼働状況、各種削減施策
など、複数の要因が影響します。

■  各スコープでの削減施策

■  熱処理設備の省エネ施策
スコープ 1

　2025年度の実績は、スコープ1:77,935トン（国内:43,749トン 海外:34,186トン)、ス
コープ2:355,850トン（国内:167,447トン 海外:188,403トン)です。
　なお、スコープ2については、国内事業所はマーケット基準手法の排出係数、海外事業所
はロケーション基準手法の排出係数にて算出しています。

■  CO2排出量の実績
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■ CO2排出量（スコープ1、2）

■ 熱処理設備における取り組み全体像（国内）
（トン-CO2）

（年度）

■ 燃料転換・電化 　■ 省エネ 　■ 雰囲気ガス対策
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NTNが目指すカーボンニュートラルな社会
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